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対
馬
に
到
着
早
々
、韓
国
・
文ム
ン

在ジ
エ

寅イ
ン

政
権
に
よ

る
一
方
的
な
破
棄
通
告
に
よ
る
日
韓
間
の
Ｇ
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
失
効
ま
で「
あ
と
36
時
間
」と
迫
り
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
自
衛
隊
の
軍
用
車
両
が

次
々
と
行
き
交
う
現
場
を
目
撃
し
、
対
馬
の
置

か
れ
た
歴
史
と
現
状
を
否
応
な
く
実
感
さ
せ
ら

れ
た
。

最
初
に
、
今
回
の
対
馬
訪
問
の
最
大
の
目
的

地
で
あ
る
和わ

多た

都つ

美み

神
社
を
訪
れ
た
。「
ワ
タ
ツ

ミ
」と
は
、文
字
通
り「
海
神
」の
意
で
あ
り
、別
名

を「
豊
玉
彦
」と
い
い
、
島
国
で
あ
る
日
本
の
建
国

神
話
そ
の
も
の
と
直
結
し
て
い
る
。
住
吉
三
男

神
、
宗
像
三
女
神
と
共
に
、
海
洋
民
族
で
あ
っ
た

こ
の
国
の
民
の
記
憶
が
記
紀
神
話
に
取
り
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。
天
孫
ニ
ニ
ギ
の
息
子
で
あ
る

山
幸
彦
が
豊
玉
彦
の
娘
豊
玉
姫
と
の
間
に
設
け

た
の
が
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
で
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
が
豊
玉
姫
の
妹
玉
依
姫
と
の
間
に
設
け
た

の
が
、
後
に
神
武
天
皇
と
な
っ
た
イ
ワ
レ
ヒ
コ
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
皇
統
に
は
、
二
代
に
わ
た
っ
て

海
神
の
血
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
神
社
の
鳥
居
と
社
殿
の
配
置
は
、「
安

岐
の
宮
島
」
と
し
て
知
ら
れ
る
厳
島
神
社
（
宗
像

三
女
神
を
祀
る
）と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

厳
島
神
社
は
推
古
天
皇
の
御
代
（
６
世
紀
末
）
に
鎮

座
し
た
が
、
こ
の
対
馬
に
は
、
宗
像
大
社
の「
沖

津
宮
」が
鎮
座
す
る
沖
ノ
島
同
様
、
弥
生
時
代
の

祭
祀
跡
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
お
り
、
こ
の
和
多

都
美
神
社
の
ほ
う
が
は
る
か
に
歴
史
が
古
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
朝
鮮
半
島
の
南
端
か
ら
わ
ず

か
50
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
対
馬
に
記
紀
神
話

と
直
結
し
た
話
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
？　

そ
の
ひ
と
つ
が
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
目
玉
で
あ
る「
磯い
そ

良ら

恵え

比び

須す

」を
見
る

こ
と
で
あ
る
。
私
が
和
多
都
美
神
社
を
訪
れ
た

時
は
、ち
ょ
う
ど
干
潮
時
で
あ
っ
た
の
で
、産
卵

の
た
め
に
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
の
よ
う

な
形
を
し
た
波
打
ち
際
の
自
然
石
を
独
特
の

「
三
本
鳥
居
」で
結
界
し
た「
磯
良
恵
比
須
」を
境

内
の
二
カ
所
で
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

島
の
北
端
の
港
町
に
、
島し
ま

大お
お

國く
に

魂た
ま

御み

子こ

神
社

が
鎮
座
す
る
。
こ
の
神
社
は
鳥
居
の
脇
に
聳
え

立
つ
杉
の
巨
樹
の
脇
か
ら
階
段
を
延
々
と
上
ら

な
け
れ
ば
、
本
殿
に
到
達
で
き
な
い
。
途
中
、

何
本
か
ム
ク
ロ
ジ
の
木
が
生
え
て
い
た
か
ら
、

仏
教
と
の
習
合
も
意
識
さ
せ
ら
れ
る
。
釈
尊
が

「
硬
い
ム
ク
ロ
ジ
の
実
を
１
０
８
個
、
穴
を
空
け

て
紐
で
繋
い
で
数
珠
を
作
れ
」
と
説
い
た
そ
う

で
あ
る
。「
島
大
國
魂
御
子
神
社
」
は
立
派
な
式

内
社
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
千
年
以
上
も

前
に
編
ま
れ
た『
延
喜
式
神
名
帳
』に
、
こ
の「
絶

海
の
孤
島
」
対
馬
に
鎮
座
す
る
多
く
の
神
々
が

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
驚
き
を
禁
じ
得

な
い
。
因
み
に
、中
国
や
韓
国
は
、20
世
紀
の
中

頃
に
至
る
ま
で
、
日
本
海
や
東
シ
ナ
海
に
浮
か

ぶ
島
々
の
位
置
を
彼
ら
の
地
図
に
描
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
…
…
。
対
馬
の
神
社
は
、
波
打

ち
際
に
鎮
座
し
な
け
れ
ば
、
た
い
て
い
山
の
上

に
鎮
座
す
る
。
対
馬
の
大
い
な
る
國
魂
と
は
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
神
々
な
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
興
味
が
尽
き
な
い
。

11
月
22
日
、
対
馬
中
央
部
の
外
海（
玄
界
灘
側
）に

面
し
た
地
に
鎮
座
す
る
鴨か
も

居い

瀬せ

住
吉
神
社
を
訪

れ
た
。
和
多
都
美
神
社
前
の
よ
う
な
深
い
リ
ア

ス
湾
の
奥
ま
っ
た
淀
ん
だ
海
で
は
な
く
、
鴨
居
瀬

住
吉
神
社
を
囲
む
海
の
水
は
透
明
度
が
抜
群
で

あ
る
。
万
葉
集
第
16
巻
に
「
紫
の 

粉
潟
の
海
に 

潜か
づ

く
鳥 

玉
潜
き
出
ば 

我
が
玉
に
せ
む
」と
、山
幸

彦
と
結
ば
れ
た
豊
玉
姫
が
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ

を
出
産
す
る
場
面
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
場
所

に
鎮
座
す
る
住
吉
神
社
で
あ
る
。

実
は
、
住
吉
神
社
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
対

馬
空
港
に
近
い
鶏け

知ち

住
吉
神
社
で
あ
る
。
こ
の

神
社
は
、
神
功
皇
后
が
新
羅
か
ら
の
帰
還
の
折

に
鴨
居
瀬
の
住
吉
神
社
を
勧
請
し
て
こ
の
地
に

行あ
ん

宮ぐ
う

を
建
て
、
和
多
都
美
神
社
を
造
営
し
た
と

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
豊
玉
姫
と
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
、神
功
皇
后
と
応
神
天
皇（
八
幡
神
）、ど
ち
ら

も
母
と
息
子
の
物
語
で
あ
る
。
そ
こ
に
深
く
関

わ
る
和
多

都
美
や
住

吉
と
い
う

海
神
た
ち

…
。
鴨
居

瀬
や
鶏
知

と
い
っ
た

鳥
と
の
関

連
を
臭
わ

せ
る
神
社

（
地
）名
…
。

今
回
の
対

馬
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
多
く
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
。

最
後
に
、
海か
い

神じ
ん

神
社
を
訪
れ
た
。
全
国
に「
海

神
神
社
」
と
名
乗
る
神
社
は
、
こ
こ
と
奈
良
県
五

條
市
の
海
神
神
社
の
二
社
だ
け
で
あ
る
。
他
に
、

神
戸
市
と
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に「
海
わ
だ
つ
み

神
社
」が

あ
る
。
こ
の
神
社
は
、
式
内
社
の
明
神
大
社
で
対

馬
国
一
宮
で
あ
る
。
神
功
皇
后
が
三
韓
征
伐
の

帰
途
、
旗
八
流
を
こ
の
地
に
収
め
た
こ
と
か
ら
、

八
幡
宮
の
本
社
と
な
っ
た
。
ま
た
、
仁
徳
天
皇
の

時
代
に
、
こ
の
山
か
ら
起
こ
っ
た
奇
雲
烈
風
が
夷

狄
の
軍
船
を
沈
め
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。
明

治
４
年
に
八
幡
宮
か
ら
和
多
都
美
神
社
と
改
称

し
、
さ
ら
に
、
明
治
５
年
に
海
神
神
社
と
再
改
称

さ
れ
、
祭
神
も
八
幡
神
か
ら
豊
玉
姫
に
変
更
さ
れ

た
が
、中
世
に
は
神
宮
寺
で
あ
っ
た
。

「
海
神
神
社
」
と
い
う
社
名
と
は
裏
腹
に
、
第

一
の
鳥
居
か
ら
本
殿
ま
で
の
階
段
が
途
中
で
二

度
折
れ
曲
が
っ
て
延
々
と
続
い
た
。
山
上
に
鎮

座
す
る
立
派
な
本
殿
は
西
方
を
向
い
て
お
り
、

お
そ
ら
く
朝
鮮
半
島
か
ら
侵
攻
し
て
く
る
夷
狄

を
霊
的
に
封
じ
る
た
め
の
社
殿
の
配
置
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、海
神
と
の
関
係
か
ら
、日

本
に
お
け
る
神
祇
崇
拝
と
国
家
成
立
の
原
点
の

端
緒
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
《
リ
ポ
ー
ト　

三
宅
善
信
》

第
７
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

神
社
の
原
点
を
対
馬
に
探
る

令
和
元
年
11
月
21
・
22
両
日
、神
社
の
原
点
を
尋
ね
て
長
崎
県
の
対
馬
を
訪
れ
た
。
長
崎
県

と
い
っ
て
も
、対
馬
の
北
端
か
ら
朝
鮮
半
島
の
南
端
ま
で
直
線
距
離
で
約
50
㎞
し
か
な
く
、

釜
山
市
の
高
層
ビ
ル
群
ま
で
よ
く
見
え
る
。
一
方
、玄
界
灘
を
隔
て
た
博
多（
福
岡
市
）ま
で

は
１
５
０
㎞
も
あ
り
、常
に「
夷
狄
の
襲
来
」を
意
識
し
て
き
た
島
で
あ
る
。

干潮時の和多都美神社の境内と磯良恵比須

山頂から朝鮮半島を睨んで鎮座する海神神社
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令
和
２
年
度
社
員
総
会

３
月
13
日
午
後
１
時
、
定
款
に
則

り
三
宅
善
信
理
事
長
が
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
神
道
国
際
学
会
の
令

和
２
年
度
社
員
総
会
の
開
会
を
宣

言
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
伴
う
欧
州
各
国
か
ら
の
入
国
規

制
を
目
前
に
控
え
、
マ
イ
ケ
ル
・
パ

イ
会
長
の
来
日
が
適
わ
な
か
っ
た

こ
と
を
三
宅
理
事
長
が
説
明
し
、
そ

の
上
で
、
宇
根
希
英
事
務
局
長
か
ら

「
社
員
数
４
３
１
名
中
、
２
６
５
名

（
委
任
状
含
む
）の
出
席
に
よ
り
社
員
総

会
成
立
」
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。
続

い
て
、
出
席
役
員
の
紹
介
と
議
長
選

出
が
行
わ
れ
、
塩
谷
崇
之
常
任
理
事

が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

塩
谷
議
長
の
下
、
第
１
号
議
案
と

し
て
、
平
成
31
年
度
事
業
報
告
な

ら
び
に
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
、
第
２
号
議
案
と
し
て
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

案
に
つ
い
て
理
事
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
第
３

号
議
案
と
し
て
、
事
務
局
移
転
に
伴

う
「
定
款
」
の
記
載
事
項
の
一

部
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。
最
後

に
、
第
４
号
議
案
と
し
て
、
役

員
任
期
の
変
更
と
改
選
が
行
わ

れ
、
退
任
し
た
２
名
を
除
く
11

名
が
再
任
さ
れ（
役
員
の
一
覧
は
８

頁
参
照
）、
社
員
総
会
は
無
事
閉

会
し
た
。

『
川
面
凡
児
の
身
体
作
法
』

続
い
て
、午
後
１
時
半
か

ら
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年

に
因
ん
で
、第
23
回
国
際
神

道
セ
ミ
ナ
ー
『
神
々
と
ス

ポ
ー
ツ
』が
開
催
さ
れ
た
。

最
初
の
講
演
は
、元
帝
京
大

学
教
授
の
宮
﨑
貞
行
氏
が

『
川か
わ

面つ
ら

凡ぼ
ん

児じ

の
身
体
作
法
』

と
題
し
て
、明
治
・
大
正
期

に
活
躍
し
、神
道
式
の
禊
修

法
を
確
立
し
た
思
想
家
で

あ
る
川
面
凡
児
（
１
８
６
２
― 

１
９
２
９
）
の
神
観
と
人
間

の
構
造
理
解
に
基
づ
く
神

人
合
一
の
方
法
論
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
川
面
凡
児

は
、
近
代
化
の
波
が
押
し

寄
せ
た
明
治
の
日
本
思
想

界
に
あ
っ
て
、
西
洋
哲
学
の
根
幹
で

あ
る
精
神
と
身
体
を
区
別
し
て
考

え
る
「
霊
肉
二
元
論
」
を
超
克
す
る

形
で
登
場
し
て
き
た
新
プ
ラ
ト
ン

主
義
の
説
く
「
一
者
か
ら
の
流

出
」
あ
る
い
は
「
一
者
へ
の
帰

一
」
と
い
う
思
考
様
式
を
援
用

し
て
、
神
道
に
お
け
る
新
し
い

カ
ミ
理
解
の
方
法
を
提
唱
し

た
。川

面
に
お
け
る
日
本
の
カ
ミ

と
は
、「
一
神
に
し
て
多
神
、

多
神
に
し
て
汎
神
、
創
造
神
に

し
て
生
成
神
」
で
あ
り
、
人
間

と
は
、「
身
体（
肉
体
）、
心
体（
意

識
）、
霊
体（
最
高
意
識
）と
い
う
三

層
構
造
を
持
つ
存
在
で
、
最
高

意
識
が
受
肉
し
た
存
在
と
い
う

意
味
で
す
べ
て
の
人
間
は
現

人
神
で
あ
る
」
と
認
識
さ
れ
、

そ
れ
故
、「
意
識
か
ら
で
な
く
身
体

か
ら
カ
ミ
を
掴
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
た
。
宮
﨑
氏
は
、
そ
の

た
め
の
動
的
瞑
想
法
と
し
て
、
①
鳥と
り

船ふ
ね

、②
御み

稜い

威づ

呼
吸
、③
魂た
ま

殖ふ

り
、④

神
人
合
一
と
い
う
四
段
階
の
身
体

作
法
を
実
演
し
て
み
せ
た
。

①
鳥
船
と
は
、
櫓
舟
を
漕
ぐ
よ
う

な
動
作
で
あ
る
。
②
御
稜
威
呼
吸

と
は
、
天
地
宇
宙
に
充
満
し
て
い
る

と
さ
れ
る
御
稜
威
と
呼
ば
れ
る
神

気
を
口
か
ら
呑
み
込
ん
で
下
丹
田

に
運
ぶ
動
作
で
あ
る
。
③
魂
殖
り

と
は
、
下
丹
田
の
前
で
握
っ
た
右
手

を
振
動
さ
せ
な
が
ら
肩
の
上
方
ま

で
も
っ
て
ゆ
き
、
神
気
を
増
殖
さ
せ

る
動
作
で
あ
る
。
④
神
人
合
一
と

は
、
増
殖
し
き
っ
た
神
気
を
神
名
を

唱
え
な
が
ら
一
気
に
振
り
下
ろ
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
連
の
身
体

動
作
を
行
う
者
と
天
地
宇
宙
に
充

満
し
て
い
る
神
気
と
を
合
一
さ
せ

る
修
法
で
あ
る
。

川
面
凡
児
は
、
明
治
の
近
代
主
義

の
時
代
に
「
神
な
が
ら
の
道
」
た
る

古
神
道
を
再
解
釈
し
、
大
本
の
出
口

王
仁
三
郎
の
「
万
教
同
根
」
や
大
倭

教
の
矢
追
日
聖
の
「
還
元
帰
一
」
や

合
気
道
の
植
芝
盛
平
ら
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

『
宗
教
と
ス
ポ
ー
ツ
：
様
々
な
観
点
』

二
人
目
の
講
演
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
出
身
で
剣
道
七
段
の
関
西

大
学
教
授
の
ア
レ
ッ
ク
・
ベ
ネ
ッ
ト

氏
が
『
宗
教
と
ス
ポ
ー
ツ
：
様
々
な

観
点
』
と
題
し
て
、
従
来
の
武
道
家

と
し
て
の
観
点
に
加
え
て
、
昨
秋
日

本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
際
に
、
ウ
エ
ー
ル
ズ

代
表
チ
ー
ム
の
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ

サ
ー
と
し
て
１
カ
月
間
ラ
ガ
ー
マ

ン
と
行
動
を
共
に
し
た
経
験
か

ら
、
宗
教
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
性
に

つ
い
て
持
論
を
展
開
し
た
。
因
み

に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
に
と
っ

て
、「
ラ
グ
ビ
ー
は
国
家
的
ス
ポ
ー

ツ
」で
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

ベ
ネ
ッ
ト
氏
は
、
米
国
の
文
化
人

類
学
者
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
に

よ
る
宗
教
の
定
義
「
宗
教
と
は
①

象
徴
の
体
系
で
あ
り
、
②
強
力
で
広

く
行
き
渡
っ
た
永
続
的
な
気
風
と

動
機
を
人
々
の
中
に
確
立
さ
せ
る

べ
く
作
用
す
る
。
こ
の
目
的
達
成

の
手
段
と
し
て
、
③
一
般
的
な
秩
序

に
つ
い
て
の
様
々
な
概
念
を
創
り

出
し
、
か
つ
④
真
実
め
い
た
雰
囲
気

を
こ
れ
ら
の
概
念
に
纏ま
と

わ
せ
る
。

そ
の
た
め
、
⑤
そ
の
よ
う
な
気
風
と

動
機
が
比
類
な
く
現
実
的
に
見
え

３
月
13
日
、
東
京
駅
に
隣
接
す
る
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
内
の
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
神
道
国
際
学
会
の
令
和
２
年
度
社
員
総
会
と
第
23
回
国
際
神
道
セ
ミ

ナ
ー
『
神
々
と
ス
ポ
ー
ツ
』が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
期
に
入
っ
て
い
た
た
め
、社
員
総
会
は
大
半
が
委
任
状
提
出
に
よ
る
参
加
方
式
で
、ま
た
、セ
ミ
ナ
ー

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
、十
分
な
座
席
間
隔
を
空
け
て
開
催
さ
れ
た
。

第
23
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
『
神
々
と
ス
ポ
ー
ツ
』 

報
告

感染防止のため間隔を空けて聴講した

講師 宮﨑貞行氏

講師
アレック・ベネット氏

鳥船を実際に体験する聴講者一同

塩谷崇之常任理事
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る
」
を
援
用
し
て
、「
内
な
る
超
越

的
な
体
験
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
は

宗
教
の
代
替
物
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
超
越
的
な
体
験
を
共

有
す
る
空
間
で
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム

は
大
聖
堂
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る

と
、宗
教
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
は
「
オ
リ
ン

ピ
ズ
ム
と
い
う
偶
像
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
宗
教
で
あ
り
、
ア
ス
リ
ー

ト
は
一
種
の
司
祭
で
あ
る
」
と
説

い
た
。
フ
ァ
ン
は
信
者
で
あ
り
、

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
試
合
は
ミ
サ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
国
歌
斉
唱

は
賛
美
歌
の
よ
う
な
高
揚
感
を
も

た
ら
し
、
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
、
旗
や
マ
ス
コ
ッ
ト
を
持
っ
て

応
援
し
、
エ
ー
ル
や
ブ
ー
イ
ン
グ
や

ウ
エ
イ
ブ
等
で
一
体
感
を
得
る
。

ス
タ
ジ
ア
ム
に
集
ま
っ
た
人
々
が

平
凡
な
日
常
か
ら
脱
出
し
て
超
越

的
な
体
験
を
共
有
す
る
。
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、

信
仰
・
献
身
・
崇
拝
・
儀
式
・
犠
牲
・
精

神
・
祈
り
・
苦
し
み
・
祭
り
・
祝
賀
な

ど
、
選
手
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
行
為

の
多
く
は
、「
宗
教
的
な
行
為
」
と

共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
実
例

を
挙
げ
な
が
ら
非
常
に
解
り
や
す

く
説
い
た
。

さ
ら
に
、
剣
道
の
指
導

に
訪
れ
た
熱
心
な
イ
ス

ラ
ム
教
国
で
あ
る
イ
ラ

ン
で
は
、
空
手
や
柔
道
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
武

道
が
幅
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
各
流
派
の

創
始
者
が
イ
ス
ラ
ム
革

命
の
指
導
者
と
同
様
に

尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
経
験
を
報
告

し
、
心
技
体
の
充
実
を
目

指
す
武
道
家
と
し
て
の

自
身
の
半
生
を
「
終
わ
り

な
き
自
分
発
見
の
旅
で

あ
る
」と
表
明
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
　
　
　
と
質
疑
応
答

講
演
に
続
い
て
、
こ

の
二
名
の
講
師
に
加
え

て
、
自
身
も
若
い
頃
、
國

學
院
久
我
山
高
校
・
明
治

大
学
、
東
芝
府
中
と
名
門

チ
ー
ム
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
だ
っ
た

経
験
を
有
す
る
常
任
理
事
の
芳
村

正
徳
神
習
教
教
主
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
加
え
て
、
三
宅
善
信
理
事
長
の
モ

デ
レ
ー
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

芳
村
師
は
、
宮
﨑
氏
の
身
体
作
法

に
つ
い
て
の
話
は
、
神
道
家
と
し
て

共
感
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ベ
ネ
ッ

ト
教
授
に
は
、
武
道
家
か
ら
見
た
宗

教
性
に
つ
い
て
聴
け
て
良
か
っ
た

と
述
べ
、
自
分
自
身
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
明
治
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
の
「
御
大
」
た
る
北
島
忠
治

監
督
（
当
時
、
八
十
代
半
ば
）
の
指
導
方

法
に
つ
い
て
言
及
し
、
北
島
監
督
は

選
手
に
「
勝
て
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
一
度
も
な
か
っ
た
。
技
術
的
な

指
導
は
一
切
せ
ず
、
い
つ
も
「
も
っ

と
押
せ
！
」
と
か
「
全
力
で
ぶ
つ
か

れ
！
」
と
い
っ
た
言
葉
で
、
自
分
た

ち
選
手
の
ラ
グ
ビ
ー
に
向
か
う
姿

勢
を
問
題
に
さ
れ
た
。
北
島
監
督

は
宗
教
に
は
ま
っ
た
く
関
心
の
な

い
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
指
導

は
、
神
習
教
と
い
う
教
団
を
率

い
る
立
場
に
就
い
て
以
来
、

「
神
か
ら
頂
い
た
身
を
ど
の
よ

う
に
使
う
か
」
と
い
う
こ
と
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
監

督
の
言
葉
の
真
意
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
意
味

「
宗
教
的
な
言
葉
」
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。

ベ
ネ
ッ
ト
氏
は
、
試
合
の

勝
敗
に
一
喜
一
憂
す
る
の
は

ラ
グ
ビ
ー
精
神
で
は
な
い
。

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

は
、
ス
ト
イ
ッ
ク
で
捨
己
の
練

習
を
毎
日
行
い
、
い
つ
で
も
チ
ー
ム

の
た
め
に
自
分
自
身
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
を
旨
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
。
１
８
７
４
年
に
日
本
で
最

初
に
行
わ
れ
た
英
国
の
海
兵
隊
員

同
士
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
を

観
戦
し
た
あ
る
士
族
が
「
こ
れ
が
西

洋
式
の
武
士
道
だ
」
と
語
っ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、「
人
間

と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
教
育
す

る
」
と
い
う
意
味
で
、
ラ
グ
ビ
ー
は

武
道
に
通
じ
、
武
道
は
宗
教
に
通
じ

る
と
い
う
持
論
を
展
開
し
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
の
巧
み
な
誘
導
に

よ
っ
て
パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
が
持
論

を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
後
、
時
間
の
許
す

限
り
、
フ
ロ
ア
の
参
加
者
と
の
間
で

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。「
神
道
に

は
戦い
く
さ
の
神
と
い
う
神
が
あ
る
が
、

戦
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
結
び
つ
き
に

つ
い
て
の
見
解
を
尋
ね
た
い
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、
宮
﨑
氏
は
、

古
神
道
に
お
い
て
剣
は
、
武
器
で

は
な
く
戦
い
を
止
め
さ
せ
る
た
め

の
道
具
で
あ
り
、
邪
気
邪
霊
を
祓
う

た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
た
。

ベ
ネ
ッ
ト
氏
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

オ
リ
ン
ピ
ア
祭
は
、
や
り
投
げ
、
円

盤
投
げ
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ
ン

等
、
戦
闘
技
術
を
競
う
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
の
剣
道
に

は「
殺
人
剣
・
活
人
剣
」と
い
う
考
え

が
あ
り
、
本
来
忌
む
べ
き
存
在
で
あ

る
武
力
も
、
一
人
の
悪
人
を
殺
す
た

め
に
用
い
る
こ
と
で
、
万
人
を
救
い

「
活
か
す
」
た
め
の
手
段
と
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、

モ
デ
レ
ー
タ
か
ら
は
、
合
戦
と
い
う

も
の
は
、
単
な
る
戦
闘
力
の
大
小
だ

け
で
は
な
く
、
兵
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
糧
や
情イ
ン
テ
リ
ジ
エ
ン
ス

報
操
作

か
ら
、
神
仏
へ
の
祈
祷
ま
で
含
め
た

総
合
力
の
戦
い
で
あ
る
。
平
時
で

も
、
村
を
東
西
に
分
け
て
綱
曳
き
を

行
い
、
勝
っ

た
方
に
産
土

神
が
そ
の
年

の
豊
作
を
も

た
ら
す
と
い

う
よ
う
な
模

擬
戦
闘
が
行

わ
れ
る
が
、

実
際
に
は
、

負
け
た
方
は

一
層
頑
張
っ

て
勤
労
に

精
を
出
し
、 

そ
の
結
果
、

豊
作
を
得
、

勝
っ
た
方

は
祝
福
し

て
く
れ
た

神
々
に
恥
を

か
か
せ
な

い
た
め
に
勤
労
に
精
を
出
し
、
豊

作
を
得
る
と
い
う
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン

の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
神
道
の

神
々
は
、
人
々
の
「
善
な
る
行
い
」

を
褒
め
る
の
で
は
な
く
、「
よ
り
熱

心
に
取
り
組
ん
だ
人
」
に
祝
福
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、 

『
神
々
と
ス
ポ
ー
ツ
』
と
題
し
た
第

23
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
を
締
め

く
く
っ
た
。

最
後
に
、
本
学
会
常
任
理
事
の 

塩
谷
崇
之
秩
父
今
宮
神
社
宮
司
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
参

加
し
に
く
い
中
を
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
と
講
演
者
、
ま
た
、
取

材
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
マ
ス
コ
ミ

各
社
へ
の
謝
意
を
表
し
て
、
予
定
通

り
、午
後
５
時
前
に
閉
会
し
た
。

スポーツの中の宗教性について熱く語るパネリスト

パネリストと聴講者の間で真剣なやりとりがなされた

三宅善信理事長

芳村正徳常任理事
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連 載 神 道 Ｄ Ｎ Ａ

『コロナ禍で見直される日本の生活様式』
金光教春日丘教会長／㈱レルネット代表　三宅善信

中国の武漢に端を発する新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）の感染者総数が1,000万人を超
え、犠牲者数も50万人（7月1日現在）と、その増加の
勢いは留まるところを知らない。ちょうど100
年前、人類を恐怖のどん底にたたき落とした新
型インフルエンザ（「スペイン風邪」）以来のパンデ
ミックが起きた年として、2020年という年は人
類の歴史に刻まれることになるであろう。

私はこれまで、本連載シリーズにおいて、『イ
ンフルエンザと七草粥』（2006年1月）、『遣唐使が
もたらした伝染病と神々』（2007年9月）、『インフ
ル・金融ダブル危機』（2009年1月）と再三にわたっ
て、中国発の新型感染症のパンデミックとそれ
に伴う国際金融危機について問題提起し、昨年
2月には『風邪見鶏：人類はいかに伝染病と向き
合ってきたか』を刊行して社会に警鐘を鳴らし
てきたが、遂に私の恐れていた新型コロナウイ
ルスのパンデミックが起きてしまった。

また、相当数の人間が感染症に罹患して死亡
することよりも、大規模な都

ロ ツ ク ダ ウ ン

市封鎖による経済
的打撃によって、はるかに多くの人々が回復し
がたい経済的ダメージを受けた。この痛みを緩
和するために、そしてそれが金融経済恐慌に発
展するのを避けるために、世界各国で緊急経済

対策として未曾有の財政出動が行われたが、こ
のことは、それでなくとも苦しい国家財政にさ
らに大きな借金を背負わせ、われわれの子供や
孫の世代にまで、負債を残すことになった。

しかし、ここまでは十分私の予想の範囲内で
あったが、想定外であったことは、2003年に流
行したSARSの時とはまったく異なり、今回の新
型コロナ感染症に罹患する人の数が、その発生
源である中国国内よりも人口密度が低く、都市
環境がより衛生的で、医療施設をはじめとする
社会インフラがはるかに充実していると考えら
れていた欧米の先進国で、より深刻な感染爆発
を引き起こしたということである。民主主義国
家では難しい都市封鎖をはじめとする相当厳し
い社会的制限措置を執ったにもかかわらず、何
十万人といういのちを奪われた。そんな中で、
厳しい都市封鎖などを行わなかった日本での感
染者数や死者数が、他の欧米先進国と比較して
著しく低いことも話題となった。

私はその原因として、以下の3つを想定する。
まず、欧米と東アジアでは、人と人とのソーシャ
ルディスタンスが異なる。親しい人と出会った
際に、握手やハグやチークキスを日常的にして
いる欧米人たちと比べて、日本式の「お辞儀」や

東南アジア式の「合掌」とでは、相手との間隔も
異なるし、相手の身体に直接触れることもない。
国際的に見て、日本の社会は「清潔すぎる」くら
い清潔であるが、お世辞にも「清潔である」とは
言えない東南アジアでもコロナ感染者数が少な
い理由はここにあると思う。

次に、欧州語と東アジアの諸言語とを比べる
と、欧州語は破裂音や巻き舌音がとても多いの
で、正対して会話をする相手に唾がかかる危険
性が断然大きい。さらに、日本人をはじめとする
東アジアの諸民族と比べて、欧米人のほうがは
るかに肥満率が高い。今回の新型コロナウイル
ス感染症が、呼吸器を通じて飛沫感染すると言
いながら、一度宿主の体内に取り込まれると、気
管や肺といった呼吸器だけでなく、循環器系を
通じて体内の血管網を巡るので、肥満による血
管障害諸病に致命的悪影響を及ぼす。

これらの3点で、われわれ日本人のいのちがよ
り強く護られているのだとしたら、医療技術や
保健制度の勝利というよりも、古来日本人が大
切にしてきた清浄さや、柔和さや、慎ましい生活
様式がわれわれのいのちを守ってくれていると
いうことであると言える。

三
大
新
聞
の
中
で
、「
原
因
不
明
の

肺
炎
」
が
中
国
で
流
行
し
出
し
た
こ
と

を
最
初
に
報
道
し
た
の
は
『
毎
日
新

聞
』。
正
月
休
み
が
明
け
た
１
月
６
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
海
外
か
ら

の
帰
国
者
や
来
訪
者
な
ど
の
中
に
こ
の

肺
炎
の
患
者
が
見
つ
か
り
だ
し
、
日
々

告
げ
ら
れ
る
日
本
国
内
に
お
け
る
患
者

数
の
増
加
は
、
中
国
や
西
欧
諸
国
な
ど

世
界
中
の
蔓
延
状
況
と
並
ん
で
わ
れ
わ

れ
の
重
大
関
心
事
と
な
っ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
は
２
月
11
日
に
な
っ

て
こ
の
肺
炎
を「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
」と

命
名
し
、
そ
の
一
か
月
後
の
３
月
11
日

に
は
こ
の
病
気
の
加
速
度
的
な
拡
散
を

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）」と

認
定
し
た
。
奇
し
く
も
こ
の
日
は
、
わ

が
国
が
東
日
本
大
震
災
と
い
う
〝
未
曾

有
〟
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
ま
る
九
年

を
迎
え
た
節
目
の
日
で
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
、
あ
れ
か
ら
10
年
経
た
な
い
う

ち
に
、
感
染
症
の
大
流
行
と
い
う
新
た

な〝
未
曾
有
〟の
真
っ
只
中
に
直
面
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
肺
炎
へ
の
対
応
策
が
出
さ
れ
る

や
、３
月
以
降
、わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
は

顕
著
な
変
化
が
起
こ
り
、
時
間
経
過
と

共
に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

か
っ
た
新
た
な
状
況
で
の
生
活
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い

わ
れ
わ
れ
の
周
り
に
は
、
そ
う
し
た
状

況
を
表
現
す
る
新
語
が
多
数
登
場
し
て

き
た
。
そ
れ
ら
の
語
は
造
語
の
み
な
ら

ず
、
以
前
ま
で
は
限
定
的
な
専
門
領
域

で
用
い
ら
れ
て
き
た
用
語
が
、
広
く
一

般
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
も
数
多
い
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」の
語
を
は
じ
め
、
医
療
現
場
か
ら

発
せ
ら
れ
た
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」「
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
」「
発
熱
外
来
」「
医
療
崩
壊
」「
ア

ビ
ガ
ン
」、
政
策
現
場
か
ら
発
せ
ら
れ
た

「
緊
急
事
態
宣
言
」「
３
密
」「
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」「
新
た
な
生
活
様
式
」「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
」、
そ
う
し
た
中
を
生
き
て
い
く
現

場
社
会
か
ら
広
ま
っ
た
「
ア
ベ
ノ
マ
ス

ク
」「
自
粛
警
察
」「
同
調
圧
力
」「
コ

ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
な
ど
な
ど
、

ユ
ー
キ
ャ
ン
が
毎
年
行
っ
て
い
る
新

語
・
流
行
語
大
賞
の
候
補
と
な
る
語
に

は
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
関
連
用
語
が
多
数

登
場
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
新
語
を
眺
め
て
み
る
と
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
人
と
人
と
の
接
触

を
避
け
る
事
を
推
奨
す
る
用
語
が
多
く

登
場
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り「
対

面
」
を
極
力
避
け
る
こ
と
を
謳
っ
た
標

語
が
、
陸
続
と
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
時
、握
手
や
ハ
グ
と
言
っ

た
身
体
接
触
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
欧
米
の
国
々

と
比
べ
、
日
本
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
の

国
々
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
総
数
が
極

端
に
低
い
こ
と
に
対
し
、
人
と
人
と
の

距
離
を
測
る
価
値
観
の
違
い
が
、
自
然

現
象
と
し
て
の
病
気
の
伝
播
状
況
に
違

い
を
生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

人
類
の
歴
史
は
そ
の
初
期
以
来
、
家

族
な
ど
の
小
集
団
内
の
人
々
と
の
対
面

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
と
し

て
営
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
人
類
は

生
活
の
よ
り
快
適
さ
を
求
め
、
そ
の
環

境
自
体
を
変
化
さ
せ
た
り
、
環
境
へ
の

働
き
か
け
の
方
法
を
変
化
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
で
新
た
な
生
活
様
式
、
す
な
わ

ち
文
化
を
生
み
、
文
明
を
進
歩
さ
せ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
人
類
は
小
集
団
か

ら
大
集
団
で
の
生
活
へ
と
移
行
し
、
現

在
見
る
よ
う
な
都
市
集
住
生
活
を
作
り

出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
展

開
の
中
、人
間
関
係
は
、対
面
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
非
対
面

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
併
用
し

つ
つ
、
対
面
的
関
係
と
非
対
面
的
関
係

が
あ
る
程
度
の
バ
ラ
ン
ス
を
も
っ
て
保

た
れ
て
い
た
の
が
、
つ
い
最
近
ま
で
の

人
類
の
生
活
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
近
頃
世
を
席
巻
し
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
な
す
べ
き
防
御
策
の
根

本
は
、「
非
対
面
」
の
推
進
で
あ
る
。
足

か
け
10
年
前
、
震
災
被
災
地
の
人
び
と

を
勇
気
づ
け
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
絆
」

で
、
こ
の
語
を
合
い
言
葉
に
対
面
的
活

動
が
行
わ
れ
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

き
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
真
逆
の
志

向
で
あ
る
。
今
回
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
効

性
に
気
づ
い
た
人
も
多
く
、
在
宅
勤
務

を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
考
え
直
そ
う
と
い

う
企
業
も
出
て
い
る
と
聞
く
が
、
対
面

的
人
間
関
係
を
全
く
ゼ
ロ
と
し
た
生
活

は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
終

息
後
、
気
を
遣
わ
ず
に
対
面
的
生
活
が

出
来
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
。

今
気
づ
く
、

対
面
的
生
活
の
素
晴
ら
し
さ

鈴
木 

岩
弓

東
北
大
学 

総
長
特
命
教
授

第24回国際神道セミナー
『神々と伝染病』開催
９月１３日

詳しくはウェブサイトで
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
、
各
大
学
と
も
今
年
度
の
講
義
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
中
、
東
京
工
業
大
学（
以
下
、
東
工
大
）の 

弓
山
達
也
教
授
に
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
と

宗
教
文
化
教
育
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

―
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
す
が
、現
場
は
い
か
が
で

す
か
？

複
数
の
大
学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、様
々
な
気
づ
き

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、残
念
な
こ
と
に

大
学
に
よ
っ
て
親
の
経
済
格
差
が
顕
著

に
見
え
た
こ
と
で
す
。
偏
差
値
の
高
い

大
学
の
学
生
ほ
ど
、パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
、

自
分
専
用
の
個
室
か
ら
、良
い
通
信
環
境

で
参
加
で
き
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
子

ど
も
の
偏
差
値
は
親
の
年
収
に
比
例
す

る
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
デ
ー
タ

と
し
て
で
は
な
く
具
体
的
に
実
感
し
て

い
ま
す
。

一
方
で
、こ
の
よ
う
な
現
実
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、教
育
者
と
い
う
の
は
学

生
の
こ
と
が
心
配
で
仕
方
が
な
い
。
以

前
な
ら
レ
ポ
ー
ト
が
間
に
合
わ
な
い
学

生
に
は
自
己
責
任
だ
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
、
授
業
の
途
中
で
回
線
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
学
生
に
は
提
出
期
限
を
猶

予
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
環

境
の
学
生
も
同
じ
に
扱
う
こ
と
が
「
公

平
・
公
正
」だ
と
い
う
常
識
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
「
平
等
」
で
は
な

か
っ
た
と
気
づ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

教
員
が
学
生
の
こ
と
を
考
え
心
配
し
て

い
る
、こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
の
大
人
数
講
義
で
は
、
質

問
や
発
言
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
も
の
で

す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
活
発
に
発
言
が

出
た
り
、学
生
が
Ｉ
Ｔ
関
連
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
た
り
し
ま
す
。
教
員
と
学
生

の
関
係
が
フ
ラ
ッ
ト
な
、「
理
想
的
な
学

び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
宗
教
界
で
も
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
法
要
に
な
っ
て

人
が
増
え
た
と
聴
き
ま
す
。
今
ま
で

縦
の
関
係
だ
っ
た
お
坊
さ
ん
と
参
列
者

が
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
に
な
り
、
対
面
で
は
出
な
か
っ
た「
な

ぜ
お
布
施
を
払
う
の
で
す
か
」「
亡
く

な
っ
た
祖
母
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
す

か
」な
ど
の
質
問
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
く
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
教
義
を
引
っ
張

り
出
す
の
で
は
な
く
自
分
自
身
の
言
葉

で
答
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、宗
教
者
自
身

に
と
っ
て
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
が
、宗
教

界
に
と
っ
て
良
い
刺
激
だ
と
思
い
ま
す
。

―
「
理
工
系
学
生
の
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
授
業
」と
い
う
の

は
、オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一
連
の
事
件

へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、本
学
と
し
て
の
考
え
は
も
っ
と
広
い

ん
で
す
。
そ
も
そ
も
は
、第
二
次
世
界
大

戦
の
反
省
の
上
に
当
時
の
学
長
が「
文
化

の
他
分
野
と
の
関
連
に
於
て
な
さ
れ
る

健
全
な
る
価
値
判
断
に
従
っ
て
」と
、
自

主
的
思
考
力
と
創
造
的
能
力
に
力
を
入

れ
る
教
養
教
育
の
重
視
に
舵
を
切
り
ま

し
た
。
理
工
系
の
ト
ッ
プ
に
な
る
た
め

に
は
、理
工
系
の
知
識
だ
け
で
は
絶
対
に

だ
め
で
、創
造
性
・
社
会
性
・
人
間
性
な
ど

の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
中
に
、私
の
宗
教
学

の
授
業
も
あ
り
、学
部
生
だ
け
で
な
く
大

学
院
生
に
も
教
え
て
い
ま
す
。

上
智
大
学
神
学
部
の
学
生
と
議
論
を

し
た
り
、
滝
行
や
天
理
教
の
正
月
行
事

を
体
験
し
た
り
す
る
と
、学
生
た
ち
は
、

ま
ず
は
驚
き
ま
す
。
受
験
勉
強
を
し
て

就
職
の
た
め
に
勉
強
を
し
て
き
た
自
分

と
は
違
う
価
値
観
を
持
ち
、ま
っ
た
く
違

う
人
生
を
歩
む
人
が
、
同
時
代
の
、
同
じ

国
の
、
同
世
代
に
、
居
る
と
い
う
事
実
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
多
様
性
を
学
ぶ
こ
と
は
理

工
系
の
学
生
だ
け
で
な
く
、宗
教
者
の
子

弟
教
育
に
も
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

宗
教
の
多
様
性
を
知
り
、自
分
の
宗
派
で

は
当
た
り
前
の
こ
と
が
一
般
社
会
で
は

ど
う
な
の
か
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
、重

要
な
の
で
す
。

―
そ
の
よ
う
な
学
び
は
、本
人
や
社

会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

自
分
の
価
値
観
を
明
確
に
し
、違
う
価

値
観
と
ぶ
つ
か
る
経
験
は
、学
生
た
ち
に

大
き
な
収
穫
を
与
え
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
単
に
カ
ル
ト
に
入
っ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
個
人
の

レ
ベ
ル
で
彼
ら
の
人
生
を
確
実
に
豊
か

に
す
る
も
の
で
す
。

社
会
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、東
工
大

の
学
生
は
卒
業
後
、
例
え
ば
、
遺
伝
子
操

作
や
原
発
な
ど
の
国
家
事
業
の
中
枢
に

進
む
者
も
多
い
で
す
か
ら
、彼
ら
が
多
様

な
価
値
観
や
反
対
意
見
を
知
る
こ
と
は

大
切
で
す
。
東
工
大
の
学
生
は
ま
じ
め

で
す
か
ら
、
仕
事
を
与
え
ら
れ
た
ら
、
早

く
正
確
に
大
量
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
倫
理

観
を
持
っ
て
種
々
の
問
題
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、そ
れ
は
社
会
へ
の

大
き
な
貢
献
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
工
系
の
学
生
の
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る

弓
山 

達
也

東
京
工
業
大
学 

教
授

話
題
の
こ
の
人

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
の
神
道
研
究
講
座
主
任
を
務
め

る
私
を
中
心
に
、
日
本
文
化
の
総
合
的

で
学
際
的
な
理
解
を
深
め
る
試
み
と
し

て
、
奈
良
時
代
以
前
か
ら
日
本
に
伝
わ

る
雅
楽
を
展
開
す
る
新
し
い
企
画
が
始

ま
っ
た
。

そ
の
出
発
点
は
、２
０
１
９
年
３
月
に

日
本
か
ら
奏
者
３
名
を
招
い
て
開
催
し

た
、
公
開
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び

公
演
会
だ
っ
た
。
笙し

よ
う
の
奏
者
お
よ
び
作

曲
家
で
あ
る
真
鍋
尚
之
氏
を
は
じ
め
、三

管（
笙
、篳ひ
ち
篥り
き
、龍
り
ゆ
う

笛て
き
）を
中
心
に
、雅
楽
の
歴

史
や
、そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴
や
奏
法

を
説
明
し
て
、２
０
０
名
以
上
の
来
客
に

雅
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
幅
広
く
紹
介

し
た
。
神
楽
歌
、唐
楽
、高
麗
楽
、そ
し
て

現
代
音
楽
ま
で
、雅
楽
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

と
そ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
３
月
に
大
規
模

な
企
画
を
実
現
し
た
。
真
鍋
氏
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
豊

ぶ
ん
の

秀
秋
先
生
の
新
し
い

雅
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
招
い
て
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
の
で
あ
る
。
豊
秀
秋
先
生
は
、元
宮

内
庁
式
部
職
楽
部
首
席
で
あ
り
、豊
原
家

の
末
裔
で
１
３
０
０
年
以
上
、宮
廷
で
笙

の
道
を
伝
え
る
家
の
長
い
歴
史
を
担
う

ユ
ニ
ー
ク
な
方
で
あ
る
。
最
初
に
、ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
公
演（
５
０
０
名
以

上
来
客
）と
講
演
、
続
い
て
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
で
の
公
演

２
回
（
全
部
で
２
６
０
名
来
客
）
お
よ
び
多
岐

に
わ
た
る
テ
ー
マ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
回（
雅
楽
の
歴
史
、
装
束
、
舞
楽
の
舞
、
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
器
／
全
部
で
１
３
０
人
参
加
）と
、
と
て

も
充
実
し
た
雅
楽
の
体
験
で
あ
っ
た
。

公
演
で
古
典
の
雅
楽
の
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー

―
神
楽
歌
、
舞
楽（
右
の
舞
、
左

の
舞
）、管
弦
、そ
し
て
笙
の
調
子

―
を

演
奏
し
、と
て
も
成
功
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
日
本
か

ら
の
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
雅
楽
は
、約

50
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

実
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
雅
楽

は
日
本
の
伝
統
と
し
て
長
く
続
け
ら
れ

て
き
た
。
１
９
１
０
年
代
に
、浄
土
真
宗

系
の
寺
院
が
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
各
地
で

儀
礼
音
楽
と
し
て
雅
楽
を
行
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
戦
時
中
は
、
反
日
の
影
響

で
雅
楽
が
取
り
止
め
ら
れ
、多
く
の
楽
器

や
装
束
が
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現

在
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
で
雅
楽
が
行

わ
れ
る
の
は
、
三
カ
所（
浄
土
真
宗
系
の
寺
院

２
つ
と
天
理
教
教
会
１
つ
）の
み
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校
の
民
族
学
部
か

ら
雅
楽
楽
器
の
セ
ッ
ト
を
借
り
、
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
で
本
格
的
な
雅
楽
の
授
業
を

始
め
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
大
学
院
生

な
ど
は
龍
笛
、
篳
篥
、
そ
し
て
楽
琵
琶
を

習
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
の
楽

器
の
学
習
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
し
、
本
格
的

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
結
成
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
か
ら
楽
人
を

招
い
て
実
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
直
接
学
生
を
教
え
、
そ
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
遠
隔
授
業
を
行
う
と
い
う
形
で

展
開
し
よ
う
と
、
い
ま
準
備
を
進
め
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
影
響
で
大
学

が
封
鎖
さ
れ
、
し
ば
ら
く
企
画
を
保
留
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
開
放
さ
れ
た
ら

本
格
的
な
計
画
の
段
階
に
入
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
、楽
器
や
舞
・
歌
だ
け
で
な
く
、雅

楽
の
文
化
史
（
音
楽
思
想
、
儀
礼
や
作
法
の
体

系
、楽
人
の
社
会
学
な
ど
）に
つ
い
て
、講
義
や

演
習
で
教
え
る
予
定
も
あ
る
。
雅
楽
を

通
じ
て
、日
本
古
典
文
化
の
多
く
の
側
面

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、学
生
や

院
生
に
は
、と
て
も
よ
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

私
は
２
０
１
７
年
か
ら
東
京
の
小
野

照
崎
神
社
の
小
野
雅
楽
会
で
、
元
宮
内

庁
式
部
職
楽
部
首
席
豊
秀
秋
先
生
の
も

と
で
笙
を
学
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
、小

野
雅
楽
会
は
１
８
８
７
（
明
治
20
年
）
に
設

立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
雅
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

で
あ
る
。
笙
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
過

去
か
ら
の
生
き
る
化
石
の
よ
う
な
も
の

で
、過
去
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
性

や
奏
法
や
音
を
再
現
で
き
る
珍
し
い
楽

器
で
あ
り
な
が
ら
、い
ま
世
界
中
の
現
代

作
曲
家
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
、未
知
で
多

く
の
可
能
性
の
あ
る
楽
器
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
の
「
雅
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成

功
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校

神
道
研
究
講
座
の
新
企
画「
雅
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

フ
ァ
ビ
オ
・
ラ
ン
ベ
ッ
リ Fabio Ram

belli

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校 

教
授
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現在ＮＨＫで放送中の大河ドラマ『麒麟がく
る』は、戦国武将明智光秀の生涯を描いたもの
である。武将としての光秀は、「美濃の蝮

まむし

」と
恐れられた斎藤道三の下で頭角を現し、道三が
息子斎藤義龍に弑

しい

された後は、足利将軍家に仕
えた。その後14歳で父義龍の家督を継いだ斎
藤龍興の稲葉山城を織田信長が攻め滅ぼし、
居城を尾張国の清洲城からより都に近い美濃
国の稲葉山城に遷し、天下統一への野望を込め
てこれを岐阜城と改めた。その織田信長と足
利将軍家とを繋ぐ役割を担って、再び明智光秀
が故郷である美濃国に戻ったということは、戦
国時代劇ファンなら誰でも知っている話であ
る。斎藤道三が稲葉山城を築くために、稲葉山

（現、金華山）頂に鎮座していた伊奈波神社を山麓
にある現在の境内地に遷して稲葉山城の鎮守
となり、その後の支配者は代われども、岐阜の
総産

うぶ

土
すな

神として地域の人々から崇敬を受けた。

社伝によれば、垂仁天皇の嫡男であった
五
イ ニ シ キ イ リ ヒ コ ノ ミ コ ト

十瓊敷入彦命は朝廷の命により奥州を平
定したが、彼の成功を妬んだ陸奥守豊益の讒

ざん

 
言
げん

により、朝敵とされこの地で討たれたとい
う。その後、弟の大

オオタラシヒコノミコト

足彦尊が景行天皇として皇
位に就き、武

タケノウチノスクネ

内宿禰に命じて、兄である五十瓊

敷入彦命とその母、妃、外祖父と功臣であった
物
モ ノ ノ ベ ノ ト オ チ ネ

部十千根を合わせて「伊奈波大神」としてこ
の地で共に祀らせたことに始まる。

伊奈波神社は信濃国の諏訪大社同様、朝廷
の東国経営の重要拠点のひとつであった。７
世紀後半の日本を揺るがした壬申の乱の際に
も、吉野からいったん尾張国へ逃れて体勢を立
て直した大海人皇子が伊奈波神社で戦勝祈願
を行い、大津京に居た甥の大友皇子を滅ぼし、
天武天皇として皇位に就いたことからも判る
ように、畿内と東国を繋ぐ要所としてのこの地
の戦略的価値は、織田信長の時代になっても変
わらず、その意味で美濃国は常に「争いの地」で
あった。

現在の伊奈波神社は、岐阜市の中心部にもか
かわらず、洒掃の行き届いた広い境内と立派な

社殿楼閣が甍を並べ、４月上旬の例祭ならびに
神幸祭を中心に多くの祭事が厳修され、伊奈波
大神にお仕えする宮司以下神職の方々の神明
奉仕の姿勢がよく現れている。私が伊奈波神
社を訪れた２０１８年３月末は参道の桜も満
開で、その前の月に宮司に就かれたばかりの上
杉千文先生ご夫妻が鄭重に歓迎してくださっ
た。正式参拝の後、本学会の会員でもある上杉
宮司から、伊奈波神社の由緒や祭事、また境内
諸殿について詳しい説明を拝聴した。

「新型コロナ自粛」によって、光秀ブームの出
鼻を挫かれた感もあるが、長良川の鵜飼いの再
開により、岐阜城共々より多くの人々が伊奈波
神社を訪れ、古代から中世、近世、現代まで続
く、この神社の歴史についてより多くの人々が
関心を抱くことに期待している。

神社巡り⑭
三宅善信
神道国際学会理事長

伊
い

奈
な

波
ば

神
じんじや

社
● 岐阜県岐阜市伊奈波通1-1

伊奈波神社本殿で玉串を奉奠する三宅善信理事長

大勢の参拝者で賑わう伊奈波神社の祭礼

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
２
月
下
旬
に
、
ス
キ
ー
観
光
客
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
「
ア
フ
タ
ー
ス

キ
ー
パ
ー
テ
ィ
」
か
ら
持
ち
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま
り
心
配
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
る
と
こ

ろ
、
武
漢
か
ら
オ
ス
ロ
ま
で
は
あ
ま
り

に
遠
く
、
そ
の
時
点
で
は
、
私
た
ち
の

行
く
先
に
何
が
あ
る
の
か
を
予
測
す
る

想
像
力
に
欠
け
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

後
、３
月
13
日
の
金
曜
日
、こ
の
国
は
突

然
、封

ロ
ツ
ク

鎖ダ
ウ
ンさ
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
、
午
後
４
時
に
私
は
大
学
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

２
時
間
後
に
大
学
の
全
て
の
建
物
が
無

期
限
で
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

私
は
、
必
要
な
記
事
の
コ
ピ
ー
や
本
を

い
く
つ
か
の
箱
に
詰
め
込
み
、
妻
に
車

で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
、
私

は
自
分
の
オ
フ
ィ
ス
を
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
と
会
議
は
次

の
月
曜
日
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
註
：
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
）
に
移
行
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し

た
。不

思
議
な
時
間
で
し
た
。
私
た
ち
は

家
に
い
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
、
そ
し
て

概
ね
、
人
々
は
従
い
ま
し
た
。
私
の
妻

は
小
学
校
で
働
き
続
け
ま
し
た
が
、
医

師
や
看
護
師
、
公
共
交
通
機
関
の
運
転

手
、警
察
な
ど
、必
要
な
職
業
に
就
い
て

い
る
親
の
子
供
た
ち
だ
け
が
登
校
で
き

ま
し
た
。
私
も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
集
中
す

る
の
が
大
変
で
し
た
。
当
初
は
、
状
況

が
深
刻
に
思
え
、
家
族
や
隣
人
と
の
接

触
も
避
け
ま
し
た
。
私
は
幸
運
で
し
た

―
私
の
給
料
は
支
払
わ
れ
続
け
た
の

で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
一
人
で
家
に

座
り
、考
え
始
め
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、

社
会
に
ど
の
よ
う
な
恒
久
的
変
化
を
も

た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
？　

経
済
は
崩
壊

す
る
だ
ろ
う
か
？　

海
外
に
住
ん
で
い

る
年
老
い
た
両
親
に
ま
た
会
う
こ
と
は

で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

多
く
の
学
生

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
社
会
生
活
、
教
師
や

学
生
仲
間
と
の
繋
が
り
を
、
全
て
同
時

に
失
っ
た
今
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
、
危
機
の
時
に
こ
そ
発
生

す
る
連
帯
感
も
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
国
王
は
、
こ
の
試
練
の
時
に
お

い
て
、
信
頼
と
親
切
の
必
要
性
に
つ
い

て
お
話
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
首
相
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
相
互
扶
助
（dugnad

）

の
概
念
に
訴
え
、
誰
も
が
共
通
の
利
益

の
た
め
に
犠
牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
れ
は
う
ま
く
機
能
し
、人
々

は
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
を
脇
に
置
い
て
、

静
か
に
耐
え
た
の
で
す
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

最
も
重
要
な
２
つ
の
宗
教
的
祭
典
、

イ
ー
ス
タ
ー
と
ラ
マ
ダ
ン
の
直
前
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
会
と
モ
ス
ク
は
閉
鎖

さ
れ
た
ま
ま
で
、
儀
式
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

行
わ
れ
、
驚
く
ほ
ど
よ
く
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ル
タ
ー
派
教
会

は
、
す
べ
て
の
人
に
、
弱
者
の
ケ
ア
を

す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
孤
立

は
孤
独
、
恐
怖
、
抑
う
つ
を
意
味
し
、

ま
た
、
虐
待
や
暴
力
を
経
験
す
る
可
能

性
が
高
い
場
所
に
留
め
ら
れ
た
人
々
も

い
ま
す
。
電
話
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
し
か
表
現
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

も
、今
こ
そ
、善
き
隣
人
や
親
切
心
が
何

よ
り
大
事
で
す
」
と
メ
ン
バ
ー
を
励
ま

し
ま
し
た
。
モ
ス
ク
は
、
集
団
礼
拝
の

代
わ
り
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
礼
拝
は
承

認
せ
ず
、し
か
し
、家
族
と
の
祈
り
を
、

ま
た
は
他
に
選
択
肢
が
な
い
場
合
は
個

人
的
に
祈
る
こ
と
を
人
々
に
奨
励
し
ま

し
た
。
体
調
面
で
断
食
で
き
な
い
と
感

じ
た
人
に
は
、
断
食
を
延
期
す
る
か
、

代
わ
り
に
寄
付（fidyah

）を
す
る
よ
う
に

勧
め
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
イ
ス
ラ
ム

連
合
会
は
、
隣
人
や
、
病
気
の
人
、
高
齢

者
、
貧
し
い
人
の
面
倒
を
見
る
と
い
う

宗
教
的
義
務
を
強
調
し
ま
し
た
。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ラ
マ
ダ
ン
は
、初
め
て
、オ
ス

ロ
で
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
会
で
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
全
国
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
集
ま
り
イ
ー
ド
を
祝
い
ま
し

た
。今

、夏
に
な
り
、未
だ
多
く
の
問
題
が

未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は

相
変
わ
ら
ず
私
た
ち
の
生
活
と
共
に
あ

り
ま
す
が
、
緊
急
事
態
は
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
新
た
に
発
症
す
る
人
は
日
に
片
手

で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
入
院
患

者
は
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
ル
ー

ル
が
あ
る
と
は
言
え
、
教
会
や
モ
ス
ク

は
再
び
開
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
に
人
々
が
コ
ロ
ナ
以
前
の
日

常
に
戻
り
た
い
と
急
い
で
い
る
の
で
、

よ
り
親
密
で
、
環
境
に
優
し
く
、
非
破

壊
的
な
社
会
再
構
築
理
念
は
影
が
薄
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
こ
の
大パ

ン

流デ
ミ

行ツ
ク

に
お
い
て
非
常

に
幸
運
で
し
た
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
が
私
た
ち
に
教
え
る
べ
き
で
あ
っ

た
教
訓
が
、
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
の
春マー

ク
・
テ
ー
ウ
ェ
ン M

ark T
eeuw

en

オ
ス
ロ
大
学 

教
授
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本
稿
前
編
で
は
、
遣
唐
使
船
や
古
代
～

中
世
の
軍
船
で
奉
斎
さ
れ
た
神
社
の
例

や
、
近
代
的
な
艦
内
神
社
の
前
史
と
し
て

の
艦
内
神
像
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
後

編
で
は
い
よ
い
よ
、
近
代
日
本
に
お
け
る

艦
内
神
社
に
触
れ
た
い
。

軍
艦
の
守
護
神
と
な
っ
た 

　
　
　
　
　
　
　
〝
氏
神
神
社
〟

家
庭
の
神
棚
で
は
一
般
的
に
伊
勢
の

皇
大
神
宮
、
氏
神
神
社
そ
し
て
崇
敬
神
社

の
御
神
札
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。
戦

前
の
大
日
本
帝
国
海
軍
（
以
下
「
海
軍
」）
軍

艦
の
艦
内
神
社
を
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
る

と
、
崇
敬
神
社
に
つ
い
て
は
海
の
守
り
に

ゆ
か
り
深
き
鹿
島
神
宮
や
厳
島
神
社
、
東

郷
神
社
な
ど
に
な
る
が
、
各
艦
を
特
徴
づ

け
る
の
は
や
は
り
氏
神
神
社
で
あ
る
。

地
名
由
来
の
艦
名
を
も
つ
軍
艦
の
場

合
、
戦
艦
は
旧
国
名
ま
た
は
我
が
国
の
美

称
、
重
巡
洋
艦
や
旧
巡
洋
戦
艦
（
あ
る
い
は

戦
時
急
造
空
母
）は
山
岳
名
、軽
巡
洋
艦
は
河

川
名
か
ら
採
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

そ
し
て
軍
艦
の
〝
氏
神
神
社
〟
分
霊
元
と

な
っ
た
の
が
、
た
と
え
ば
戦
艦
「
大
和
」

な
ら
ば
旧
大
和
国
に
鎮
座
す
る
大お

お

和や
ま
と

神

社（
現
：
奈
良
県
天
理
市
）、重
巡
洋
艦「
愛あ

た
ご宕
」

は
愛
宕
山
の
愛
宕
神
社（
全
国
の
愛
宕
神
社
総

本
社
、
京
都
市
右
京
区
）、
軽
巡
洋
艦「
川せ

ん

内だ
い

」

は
川
内
川
沿
い
の
新
田
神
社
（
薩
摩
國
一
之

宮
、現
：
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）で
あ
っ
た
。

各
艦
と
神
社
の
付
き
合
い
も
、
単
に
御

祭
神
を
分
霊
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
折
に
触
れ
て
艦
長
以
下
乗
組
員
た

ち
の
参
拝
が
あ
っ
た
。
足
を
運
ん
で
の

参
拝
が
困
難
に
な
っ
た
戦
時
中
で
も
、

先
述
の
新
田
神
社
で
は
、
昭
和
16
年
（
１

９
４
１
）
１
月
に
「
川
内
」
艦
載
機
に
よ
る

参
拝
と
通
信
筒
投
下
が
行
わ
れ
、
神
社
側

も
「
飛
行
機
修
祓
」
で
応
え
た
。
ま
た
、

日
米
開
戦
後
も
数
度
に
わ
た
り
新
田
神

社
神
職
が
「
川
内
」
艦
内
神
社
例
祭
の
た

め
佐
世
保
へ
出
向
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
の
軍
艦
〝
氏
神
神
社
〟
分
霊
元
の
神
社

で
も
、
乗
組
員
に
よ
る
賽
銭
や
記
念
品
の

奉
納
、
そ
し
て
そ
れ
を
地
元
の
首
長
や

名
士
た
ち
が
歓
迎
し
た
様
子
が
記
録
に

残
っ
て
い
る
。
海
軍
に
よ
り
郷
土
が
護

ら
れ
、
郷
土
の
各
地
域
に
よ
り
神
社
が
守

ら
れ
、
そ
し
て
神
社
が
海
軍
や
各
軍
艦
の

武
運
長
久
を
祈
願
す
る
と
い
う
麗
し
き

相
互
関
係
が
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

疫
病
克
服
と
艦
内
神
社
、 

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
祭
祀
へ
の
回
帰

日
米
開
戦
前
年
の
昭
和
15
年
11
月
に

海
軍
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
艦
船
部
隊
官

衙
学
校
等
ニ
於
ケ
ル
祭
神
奉
斎
ニ
関
ス

ル
件
」
で
は
、
海
軍
関
係
の
神
社
に
つ
い

て
「
天
照
⼤
神
ヲ
主
神
ト
シ
テ
神
座
ノ

中
央
に
奉
斎
ス
」
と
定
め
ら
れ
、
全
て
の

艦
内
神
社
で
皇
大
神
宮
の
分
霊
が
奉
斎

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
分
霊
の
際
に

授
与
さ
れ
る
皇
大
神
宮
の
別
大
麻
（
特
別

御お
お
み
し
る
し

神
璽
）は
、
も
と
も
と
特
別
な
許
可
を
受

け
た
神
社
や
海
外
公
民
団
の
み
が
対
象

で
あ
っ
た
が
、
軍
艦
で
は
大
正
９
年
（
１

９
２
０
）
に
初
め
て
戦
艦
「
伊
勢
」（
大
正
７

年
竣
工
）
で
奉
斎
さ

れ
た
。
大
正
六
年

の
ロ
シ
ア
革
命
を

受
け
て
我
が
国
で

も
共
産
主
義
勢
力

が
広
が
り
つ
つ
あ

る
情
勢
の
中
、
日

本
古
来
の
神
々
へ

の
崇
敬
心
を
回
復

さ
せ
た
い
神
宮
側

と
、
明
日
の
運
命

を
も
知
れ
ぬ
海
軍

将
兵
の
思
い
が
一

致
し
た
こ
と
も
あ

ろ
う
。
現
在
の
海

上
自
衛
隊
で
も
、

護
衛
艦「
い
せ
」を

は
じ
め
多
く
の
自

衛
艦
の
艦
内
神
社

で
天
照
⼤
神
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
、
防
護

巡
洋
艦「
矢や

矧は
ぎ

」の
艦
内
に
矢
作
神
社（
現
：

愛
知
県
岡
崎
市
）
の
分
霊
が
奉
斎
さ
れ
た
。

「
矢
矧
」
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

し
て
帰
投
の
途
上
、
第
一
次
世
界
大
戦
期

に
発
生
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
大
戦
の
戦
死

者
約
１
０
０
０
万
人
に
対
し
て
、
死
者
２
０
０
０
万

人
以
上
）の
集
団
感
染
が
発
生
し
、
乗
組
員

お
よ
び
便
乗
者
４
６
９
名
中
４
４
２
人

が
罹
患
し
、
４
８
名
の
死
者
を
出
す
大
惨

事
と
な
っ
た
。
帰
国
後
に
艦
長
以
下
「
矢

矧
」
乗
組
員
が
自
ら
の
欠
く
る
と
こ
ろ
を

省
み
た
結
果
と
し
て
艦
内
神
社
が
お
祀

り
さ
れ
、
そ
の
の
ち
海
軍
で
艦
内
神
社
が

通
例
と
な
る
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
に
国
中
で
疫

病
が
発
生
し
て
祭
祀
が
省
み
ら
れ
、
皇
居

内
で
お
祀
り
さ
れ
て
い
た
天
照
⼤
神
が

皇
居
外
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
神
宮
創
建

に
つ
な
が
っ
た
話
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

海
上
自
衛
隊
に
お
い
て
も
、
近
年
艦
内

神
社
の
存
在
が
支
援
者
・
見
学
者
に
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

艦
内
神
社
は
戦
前
と
戦
後
の
国
防
を
つ

な
ぐ
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
日
本
再
生
も

歴
史
や
祭
祀
の
連
続
性
の
自
覚
か
ら
始

ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

久
野　

潤

大
阪
観
光
大
学
国
際
交
流
学
部 
講
師

戦
前
と
戦
後
を 

つ
な
ぐ
艦
内 

神
社（
後
編
）

歴 史

シリーズ

絵葉書

❾

空海の伊勢参り
マイケル・パイ（マールブルク大学名誉教授）

空海（弘法大師）の一生は、伝統的に巻物
で描かれてきました。そして、その聖人
伝の人気は近現代でも続いていました。
20世紀初頭、空海の生涯を描いた一連の
イラストが、31枚の絵葉書に印刷され
ました。もちろん、挿絵のほとんどは仏
教をテーマにしたものですが、第14号で
は、空海が伊勢大神宮を訪れたことが描
かれています。

そこで彼は、神の啓示を受けます。少
年の姿で伊勢の神が空海の前に現れ、彼
が計画している唐への旅を実行するよう
に勧めたのです。仏教の袈裟を着た空海
は、この啓示を非常に重大に受け止め、喜
び勇んで奈良に戻りました。

そして、空海は８０４年、大使・藤原葛
野麻呂に率いられた遣唐使に加わりま
す。一行のうち１隻の船は難破し、もう
１隻は帰還せざるを得なくなる中、空海
が乗った船は無事に唐へと到着し、そこ

で彼は真言宗の研究をすることができま
した。

空海は、肥前の松浦を出港する前、宇佐
の八幡神社を訪れたとも言われていま

す。ここで、彼は般若心経を１００枚写
経し、奉納したのです。これらの逸話か
ら、当時、仏教と神道の間には明らかな宗
教的交流があったことがわかるのです。

矢作神社境内に平成31年４月に建立された石碑
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編
集
後
記

今
年
の
は
じ
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
」と
い
う
言
葉
を
最
初

に
耳
に
し
た
時
、誰
が
こ
の
よ
う
な
状

況
を
予
想
し
た
で
し
ょ
う
。
今
頃
、私

た
ち
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
興
奮
に
包

ま
れ
て
い
た
は
ず
で
し
た
。し
か
し
、

家
に
留
ま
り
、多
く
の
こ
と
を
我
慢
す

る
日
々
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、私
た
ち
は
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

の
中
で
、一
歩
ず
つ
前
へ
進
み
始
め
て

い
ま
す
。
行
動
規
範
と
し
て
の
信
仰

や
倫
理
観
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

を
、
今
こ
そ
皆
が
考
え
求
め
て
い
ま

す
。
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、様
々
な

記
事
や
研
究
者
の
意
見
を
通
し
て
、

皆
様
と
と
も
に
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

時
代
の
私
た
ち
の
有
り
様
を
見
つ
め

る
取
り
組
み
に
、挑
戦
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

役員一覧 （任期：令和2年4月1日から令和4年3月31日まで）

理事・会長
マイケル・パイ（Michael PYE）

マールブルク大学名誉教授・元国際宗教史学会会長

理事・副会長
奥野 卓司

山階鳥類研究所所長・関西学院大学名誉教授
ヤマザキ動物看護大学特任教授

理事長
三宅 善信

株式会社レルネット代表･関西国連協会副本部長

常任理事
芳村 正徳

神習教教主・教派神道連合会理事長

常任理事
ムケンゲシャイ・マタタ（Mukengeshayi MATATA）

オリエンス宗教研究所元所長

常任理事
塩谷 崇之

真和総合法律事務所弁護士・秩父今宮神社宮司

理事
アレキサンダー・ベネット（Alexander BENNETT）

関西大学国際学部教授

理事
オ・ソンファ（呉善花）

拓殖大学国際学部教授

理事
ファビオ･ランベッリ（Fabio RAMBELLI）

カリフォルニア大学サンタバーバラ校教授

理事
鈴木 岩弓

東北大学総長特命教授･日本民俗学会会長

監事
椎名 潤

岐阜女子大学客員教授･元中外日報社取締役編集局長

三
宅
善
信
理
事
長

１
月
10
日　
欧
州
の
若
手
映
像
作
家
ヤ
ン
・

ヤ
ッ
ク
ル
氏
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
取
材
を
受
け
る
。

１
月
14
日　
辯
天
宗
の
初
釜
に
招
待
さ
れ
る
。

１
月
22
日　
関
西
国
連
協
会
婦
人
部
会
新

年
互
例
会
で
挨
拶
を
行
う
。

１
月
28
日　
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
）日
本
委
員
会
の
理
事
会
、
新
春
学
習
会

に
出
席
。

１
月
30
日　
大
阪
日
華
親
善
協
会
の
理
事

会
・
新
年
互
礼
会
に
出
席
。

２
月
４
日　
山
本
条
太
駐
関
西
大
使
を
講
師

に
招
い
て
、国
際
宗
教
同
志
会
の
総
会
開
催
。

２
月
11
～
12
日　
米
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画

製
作
の『
Ｇ
．
Ｉ
．
ジ
ョ
ー
：
漆
黒
の
ス
ネ
ー

ク
ア
イ
ズ
』の
ロ
ケ
に
帯
同
。

２
月
14
日　
米
国
Ｕ

Ｕ
Ａ
教
団
の
ス
ー
ザ

ン
・
Ｆ
・
グ
レ
イ
会
長

の
表
敬
を
受
け
る
。

２
月
22
日　

カ
ト

リ
ッ
ク
の
外
国
人
神

父
に
金
光
教
に
つ
い

て
講
義
。

３
月
13
日　
下
鴨
神

社
で
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本

委
員
会
の
理
事
会
に

出
席
。

３
月
27
日　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴
い
、
Ｇ
20
諸
宗
教

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
会
合
が
テ
レ
ビ
会
議

形
式
で
開
催
。
以
後
、ほ
ぼ
隔
週
で
開
催
。

４
月
１
日　
『
神
道
Ｄ
Ｎ
Ａ
：
わ
れ
わ
れ
は

日
本
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
』（
集
広

舎
）を
刊
行
。

６
月
３
日　

弓
山

達
也
東
京
工
業
大

学
教
授
を
講
師
に

招
い
て
、国
際
宗
教

同
志
会
の
例
会
開

催
。

６
月
９
日　

大
阪

府
宗
教
連
盟
幹
部

会
に
出
席
。

６
月
30
日　
大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
理
事

会
に
出
席
。

７
月
１
日　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴
い
、
国
際
自
由
宗

教
連
盟
（
Ｉ
Ａ
Ｆ
Ｒ
）
の
準
備
会
合
が
テ
レ
ビ

会
議
形
式
で
開
催
。
以
後
、数
回
開
催
予
定
。

塩
谷
崇
之
常
任
理
事

３
月
13
日　
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
理
事
会
・
総
会
・

第
23
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。

４
月
５
日　
環
境
省
職
員
ら
を
引
率
し
て

三
峯
神
社
奥
宮
登
拝
。

６
月
13
日　
伏
見
稲
荷
大
社
で
開
催
さ
れ

た
社
叢
学
会
理
事
会
・
総
会
・
特
別
講
演
に

出
席
。

理
事
の
業
績
・
研
究
報
告

外国人カトリック神父に
レクチャーする三宅善信理事長

賀茂御祖神社の説明を受ける
WCRP日本委員会の理事一行

雪の中、三峯神社に登拝

社叢学会が開催された伏見稲荷大社

『
宗
教
の
融
合
と
分
離
・
衝
突 

日
本

宗
教
史
』

伊
藤 

聡・吉
田 

一
彦
、吉
川
弘
文
館
、

２
０
２
０
年
７
月
、４
１
８
０
円

『
日
本
人
と
山
の
宗
教 

講
談
社
現
代

新
書
』

菊
地 

大
樹
、講
談
社
、２
０
２
０
年
７

月
、１
１
０
０
円

『
西
洋
人
の
神
道
観
―
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
』

平
川 

祐
弘
、勉
誠
出
版
、２
０
２
０
年

３
月
、８
８
０
０
円

『
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
神

道
―
神
道
か
ら
日
本
の
歴
史
を
読

む
方
法 

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
新
書
』

武
光 

誠
、河
出
書
房
新
社
、２
０
２
０

年
３
月
、９
６
８
円

『
神
道
の
中
世
―
伊
勢
神
宮・吉
田

神
道・中
世
日
本
紀 

中
公
選
書
』

伊
藤 

聡
、中
央
公
論
新
社
、２
０
２
０

年
３
月
、１
６
５
０
円

『
神
仏
分
離
を
問
い
直
す
』

神
仏
分
離
１
５
０
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会【
編
】、法
蔵
館
、２
０
２
０

年
２
月
、１
３
２
０
円

『
日
本
史
で
た
ど
る
ニ
ッ
ポ
ン 

ち
く

ま
プ
リ
マ
ー
新
書
』

本
郷 

和
人
、筑
摩
書
房
、２
０
２
０
年

２
月
、９
２
４
円

『
日
本
の
神
様
と
神
社
の
謎
１
０
０

―
神
話
と
歴
史
に
隠
さ
れ
た
と
っ

て
お
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
』

か
み
ゆ
歴
史
編
集
部【
著
】、イ
ー
ス
ト・

プ
レ
ス
、２
０
２
０
年
１
月
、７
４
８
円

【
神
道
国
際
学
会
の
本
】

『
神
道
Ｄ
Ｎ
Ａ
―
わ
れ
わ
れ
は
日

本
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
』

三
宅 

善
信
、集
広
舎
、２
０
２
０
年
４

月
、１
３
２
０
円※ 

価
格
は
す
べ
て
税
込
み
で
す
。
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